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ご
あ
い
さ
つ 

梅
雨
に
入
り
う
っ
と
う
し
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。あ
じ
さ
い
が
美
し
く
咲
き
、

夏
の
水
不
足
解
消
に
は
大
切
な
雨
で
す
が
、

日
毎
の
温
度
差
も
激
し
く
体
調
を
く
ず
し

や
す
い
気
候
で
す
の
で
十
分
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。 

さ
て
６
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
、
平

成
16
年
山
北
町
議
会
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
工
事
請

負
契
約
と
補
正
予
算
で
し
た
。 

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報

告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 と

し
は
る
通
信 

川村としはる 
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第
２
回
定
例
会 

６
月
10
、
11
両
日
平
成
16
年
山
北
町

議
会
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
後
の
本
会
議
で
は
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
１
件
、
一
般
会
計
補
正
予

算
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
何
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
山
北
町
土
地
開
発
公
社
お
よ
び

山
北
町
環
境
整
備
公
社
の
平
成
15
年
度

事
業
お
よ
び
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

他
に
議
員
発
議
で
地
震
財
特
法
の
延
長

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
決
議
し
ま
し
た
。 

工
事
請
負
契
約 

清
水
地
域
高
齢
者
・
女
性 

生
き
が
い
活
動
施
設 

清
水
支
所
の
老
朽
化
に
よ
る
建
替
え
を

行
い
ま
す
が
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
事
業
と
し
て
国
・
県
の
補
助
金

に
よ
る
清
水
地
域
高
齢
者
・
女
性
生
き
が

い
活
動
施
設
と
し
て
新
築
さ
れ
、
建
物
の

一
部
が
清
水
支
所
と
な
り
ま
す
。 

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
東
海
林
工
株

式
会
社
（
山
北
町
中
川
２
２
２
‐
１
）
が

落
札
し
ま
し
た
。
落
札
金
額
は
八
千
八
百

二
十
万
円
で
、
工
期
は
平
成
16
年
12
月

24
日
で
す
。 

場
所
は
元
の
支
所
跡
で
、
建
築
面
積
は
２

６
２
㎡
、
鉄
骨
作
り
２
階
建
て
、
延
べ
面

積
４
９
８
㎡
で
す
。 

一
般
会
計
補
正
予
算 

車
イ
ス
出
入
り
口
を
改
修 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

一
般
会
計
の
補
正
は
歳
入
歳
出
と
も
に

千
三
百
四
十
五
万
六
千
円
を
追
加
す
る
も

の
で
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
県
補

助
金
三
百
六
十
七
万
五
千
円
と
、
三
保
ダ

ム
周
辺
地
域
振
興
協
力
基
金
助
成
金
九
百

万
円
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
新
た
な
事
業
と

し
て
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
車
イ
ス
用
進

入
路
の
改
修
工
事
お
よ
び
丹
沢
湖
へ
の
わ

か
さ
ぎ
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
。 
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健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
の
車
イ

ス
用
進
入
路
は
、
屋
根
が
な
く
雨
の
日
に

は
大
変
苦
労
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
工
事
は
西
側
（
駐
車
場
側
）
入
り

口
を
改
修
す
る
も
の
で
、
車
寄
せ
に
屋
根

を
つ
け
る
と
と
も
に
既
存
の
サ
ッ
シ
に
変

え
て
自
動
ド
ア
を
新
設
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
雨
の
日
で
も
安
心
し
て
車
イ
ス
で
出

入

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

り

 意
見
書
の
提
出 

「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お

け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に

係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
」
の
延
長
に
関
す
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
法
律
は
東
海
地
震
対
策
で
定
め
た

地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
対
し
て
、
地

震
対
策
緊
急
整
備
事
業
の
経
費
を
国
が
負

担
ま
た
は
補
助
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、

期
限
が
平
成
17
年
３
月
31
日
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
を
延
長
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。 

こ
の
意
見
書
は
山
北
町
議
会
議
長
名
で

内
閣
総
理
大
臣
、
防
災
担
当
大
臣
、
総
務

大
臣
、
財
務
大
臣
な
ど
関
係
す
る
11
省
庁

の

臣
ま
た
は
長
官
宛
に
提
出
し
ま
す
。 

大
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

議
会
終
了
後
の
全
員
協
議
会
で
昨
年
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
町
か
ら
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
17
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
次
総
合
計
画
中
期

計
画
の
策
定
に
向
け
町
民
の
意
向
を
調
査

し
、
今
後
の
町
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
15
年
12
月
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
全
世
帯
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
18
歳
以
上
の
方
４
、
１
０
０
人

が
対
象
で
す
。
皆
様
方
の
中
に
も
調
査
に

協
力
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
有
効
回
答
数
は
３
、
４
７
３
で
回

収
率
８
４
．７
％
で
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
資
料

を
基
に
簡
単
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

住
み
よ
さ
や
町
の
魅
力

に
対
す
る
設
問
に
は
住
み

よ
い
が
31
％
、
住
み
に
く

い
が
37
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
住
み
よ
い
と
回
答

し
た
人
は
男
性
が
多
く
、

若
い
人
ほ
ど
住
み
に
く
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。
在
住

意
向
で
は
町
内
に
住
み
続
け
た
い
が

47
％
、
町
外
へ
移
り
た
い
が
23
％
と
な

っ
て
お
り
、
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
在

住
意
向
が
強
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、
自
然
や
景
観
に

恵
ま
れ
て
い
る
が
73
％
と
多
く
、
新
鮮
な

農
作
物
、
特
産
物
が
入
手
で
き
る
と
い
う

の
も
増
え
て
い
ま
す
。
反
面
、
町
の
良
く

な
い
と
こ
ろ
で
は
町
に
活
気
が
な
い
、
通

勤
・
通
学
な
ど
の
交
通
が
不
便
で
あ
る
、

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
不
便
で
あ
る
が

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
魅
力
を

高
め
る
た
め
に
は
道
路
・
鉄
道
な
ど
交
通

網
の
整
備
、
企
業
を
誘
致
し
就
業
の
機
会

の
強
化
、
山
北
駅
前
の
商
業
拠
点
作
り
を

挙
げ
て
い
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け

人
口
が
増
え
る
よ
う
に
対
策
を
強
化
す
る

が
52
％
で
、
対
策
と
し
て
は
交
通
の
利
便

性
、働
く
場
所
の
確
保
を
求
め
て
い
ま
す
。 

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
開
発
推
進
が

50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
保
護
・

保
全
を
優
先
も
35
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

産
業
に
つ
い
て
観
光
資
源
の
活
用
に
関

す
る
設
問
で
は
、
三
保
ダ
ム
・
丹
沢
湖
の

活
用
と
周
辺
施
設
の
整
備
、
河
村
城
跡
歴

史
公
園
や
洒
水
の
滝
の
活
用
と
周
辺
施
設

の
整
備
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。 

開成町のあじさい農道にて 

高
齢
化
対
策
で
は
、
介
護
手
当
て
な
ど

経
済
的
給
付
の
充
実
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
と
も
に
30
％
に
近
く
、
次
い
で
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
向
け
病
院
の
誘
致
や
日
常

の
保
険
医
療
体
制
の
充
実
で
す
。
家
族
だ

け
で
の
老
人
介
護
の
可
能
性
に
つ
い
て
は

無
理
だ
ろ
う
、
少
し
難
し
い
を
あ
わ
せ

79
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

総
合
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
必
要

と
思
う
が
48
％
で
す
。
建
設
方
法
に
つ
い

て
は
町
単
独
が
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
近

隣
市
町
と
の
共
同
建
設
や
広
域
施
設
の
共

同
利
用
の
回
答
も
あ
り
ま
す
。 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
半
数
を
超
え

る
55
％
が
関
心
が
あ
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
合
併
の
効
果
と
し
て
は
、
合
理
化

に
よ
る
財
政
的
な
ゆ
と
り
や
広
域
で
総
合

的
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
方
分
権
に
よ
る
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

他
方
、
合
併
に
つ
い
て
の
懸
念
事
項
と
し

て
は
、
中
心
部
と
周
辺
部
に
お
け
る
地
域

格
差
の
拡
大
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
希
薄
化
、

役
場
と
の
距
離
の
拡
大
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
町
の
仕
事
に
つ
い
て
都
市
基

盤
整
備
、
産
業
の
振
興
、
社
会
福
祉
な
ど

の
設
問
も
あ
り
ま
す
が
、
結
果
が
前
問
と

重
複
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
省
略
し

ま
す
。 

定
例
会
と
臨
時
会 

定
例
会
は
毎
年
四
回
以
内
で
、
付
議
事

件
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
招
集
す
る
よ
う

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
定
例
会
開
催
の
月
は
、
山
北
町
お
よ

び
近
隣
の
市
町
と
も
三
月
、六
月
、九
月
、

十
二
月
と
定
め
て
い
ま
す
。
議
会
の
招
集

は
町
長
の
権
限
で
、
開
会
の
三
日
前
ま
で

に
告
示
さ
れ
ま
す
。
議
長
は
告
示
を
受
け

て
各
議
員
に
告
知
し
ま
す
。
定
例
会
の
場

合
は
付
議
さ
れ
る
予
定
の
議
案
書
が
前
も

っ
て
議
員
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

臨
時
会
は
必
要
が
あ
る
と
き
、
特
定
の

事
件
を
審
議
す
る
た
め
に
招
集
さ
れ
ま
す
。

町
長
は
議
会
の
議
決
を
要
す
る
案
件
が
あ

っ
て
、
次
の
定
例
会
ま
で
待
つ
わ
け
に
い

か
な
い
場
合
招
集
し
ま
す
。
山
北
町
で
は

平
成
15
年
に
は
５
回
招
集
さ
れ
て
い
ま

す
。
臨
時
会
も
三
日
前
ま
で
に
告
示
さ
れ

ま
す
が
、
急
な
事
件
で
は
短
く
て
も
良
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
議
案
書
は
事
前
に

配
布
さ
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
臨
時
会
は
議
員
の
四
分
の
一
以

上
が
付
議
事
件
を
示
し
て
、
議
会
の
招
集

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
長
は
こ
れ

に

ず
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

応

 

議
会
の
こ
こ
が
知
り
た
い 


